
令和４年度

翔楓会総会資料

日 時 令和４年５月１５日(日)午前１１時～

場 所 奈良県立奈良朱雀・奈良商工高等学校

奈良県立奈良朱雀・奈良商工高等学校同窓会



日 程

開 会 の 辞

同 窓 会 長 挨 拶

議 長 選 出

議 事

１ 令和３年度事業報告

２ 〃 決算報告

３ 〃 会計監査報告

４ 質疑応答

５ 令和４年度事業計画案審議

７ 〃 予算案審議

８ その他

閉 会 の 辞



令和３年

4 9 火 入学式 本校体育館

5 6 木 第１回　役員会 本校マーケティング室

5 15 土 慰霊祭（中止） 慰霊碑前

5 16 日 翔楓会総会（中止） リガーレ春日野

役員会・歓送迎会（中止） リガーレ春日野

令和４年

2 28 月 第98期生　同窓会入会式 本校体育館

3 1 火 卒業式 本校体育館

3 28 月 第２回　役員会 本校会議室

令 和 ３ 年 度   事 業 報 告

月 場    所事 業曜日
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収　入　の　部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　円

 項　　　　　 目 予算額 収入済額 差　　　異 摘　　　　　　　　要

 入　　会　  金
1,950,000 1,944,000 △ 6,000

　＠6,000円×324名
　（全日制300名、定時制24名）

利　息　収　入
30 23 △ 7

　預金利息

雑　　収　　入
200,000 0 △ 200,000

　寄付等

当年度収入額計
2,150,030 1,944,023 △ 206,007

前年度繰越金
2,325,170 2,325,170 0

 合　　　　　 計
4,475,200 4,269,193 △ 206,007

支　出　の　部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　円

項　　   　目 予算額 支出済額 差　　　異 摘　　　　　　　　要

事 　業 　費
300,000 224,910 75,090

  入学式・卒業式・部活動激励に係る経費

総 　会 　費
1,500,000 0 1,500,000

令和3年度実施できず

会 　議 　費
50,000 0 50,000

慶 　弔 　費
100,000 0 100,000

事　務　局　費
150,000 7,812 142,188

事務連絡郵送料ほか

予 　備 　費
375,200 0 375,200

特別会計繰り入れ
支出 2,000,000 2,000,000 0

100周年記念事業会計へ

 合　　　 計
4,475,200 2,232,722 2,242,478

収入額合計 支出額合計 差引残額
4,269,193 　　－ 2,232,722 ＝ 2,036,471

円 円 　　　　　円

令和3年度　翔 楓 会 　一般会計決算書（案）　
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    令和３年度 翔 楓 会 特別会計

　基金会計決算報告書（案）

　　　　　　　　　　単位　円

収入の部
（１）　前年度繰越金 5,702,661

（２）　預金利息 3

（３）　一般会計より基金積立 2,000,000

合計 7,702,664

支出の部

創立１００周年事業費へ操出 7,700,000

合計 7,700,000

令和４年度への繰越金 2,664
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　　翔楓会   財　産　目　録
  　　　令和４年３月３１日現在

単位　円

区　　　分 金　　額

資産の部

一般会計
　　南都銀行JR奈良駅前支店　　普通預金　０４１２３４

2,036,471円 2,036,471

       一般会計　計　 2,036,471円
特別会計

 １　基金会計 2,664
　　南都銀行JR奈良駅前支店　　普通預金　０４０１６６

988円

　　南都銀行JR奈良駅前支店　　定期預金　６６１８９２

スーパー定期 1,676円

       特別会計　計　 2,664円

資産の部　　計 2,039,135

負債の部 負債の部　　計 0
差引正味財産 2,039,135

奈良県立奈良朱雀高等学校翔楓会

会 長  　中　村　　　　昭　　　　　  印

　　※印影は、管理面に配慮し、省略させていただきました。

内　　　　　　　訳
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監 査 結 果 報 告

奈良県立奈良朱雀高等学校翔楓会の会計監査の結果、次のとおり報告

します。

１ 監査日 令和４年５月１５日（日）

２ 監査場所 奈良朱雀・奈良商工高等学校

３ 監査期間 自 令和 ３年４月 １日

至 令和 ４年３月３１日

４ 監査結果 収入・支出状況について会計帳簿と預金通帳及び

証拠書類を監査した結果、その正確なることを認め、

ここに報告します。

令和４年５月１５日

奈良県立奈良朱雀高等学校翔楓会

会 長 中 村 昭 様

会計監査 藤 本 文 教 印

〃 吉 本 博 次 印

※会計監査の各人の印影は、管理面に配慮し、省略させていただきました。
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令和４年

4 11 月 入学式 本校体育館

5 14 土 慰霊祭（中止） 慰霊碑前

5 15 日 翔楓会総会（第１回　役員会） 本校会議室

役員会・歓送迎会（中止） リガーレ春日野

8 第２回　役員会   本校会議室

10 第３回　役員会   本校会議室

11 2 水 100周年記念式典 なら100年会館

令和５年

2 28 火 第99期生　同窓会入会式 本校体育館

3 1 水 卒業式 本校体育館

                 令 和 4 年 度   事 業 計 画 (案)

月 場    所事                           業曜日
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収　入　の　部 　　　　　　　　　　　　　　　単位　円

 項　　　　　 目 本年度予算額 前年度予算額  　　差　　　異 　　　　　摘　　　　　　　　要

 入　　会　  金
1,818,000 1,950,000 △ 132,000

　＠6,000円×303名
　（全日制282名、定時制21名）

 繰　　越　　金
2,036,471 2,325,170 △ 288,699

　前年度繰越金

 利　息　収　入
29 30 △ 1

　預金利息

 雑　　収　　入
200,000 200,000 0

   寄付金等

 合　　　　　 計
4,054,500 4,475,200 △ 420,700

支　出　の　部 　　　　　　　　　　　　　　　単位　円

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額  　　差　　異 　　　　　摘　　　　　　　　要

事　業　費
300,000 300,000 0

  入学式・卒業式・部活動激励費に係る経費

総　会　費
1,500,000 1,500,000 0

会　議　費
50,000 50,000 0

  役員会開催経費

慶　弔　費
100,000 100,000 0

  慶弔関係費

事務局費
150,000 150,000 0

  事務費等消耗品及び通信費

予　備　費
454,500 375,200 79,300

特別会計繰り入れ
支出 1,500,000 2,000,000 △ 500,000

 合　　　 計
4,054,500 4,475,200 △ 420,700

　

　　　令和4年度　翔 楓 会　一般会計予算書　（案）
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    令和４年度 翔 楓 会 特別会計

　基金会計予算書（案）

　　　　　　　　　　単位　円

収入の部
（１）　前年度繰越金 2,664

（２）　預金利息 336

（３）　一般会計より基金積立 1,500,000

合計 1,503,000

支出の部

合計 0

令和５年度への繰越金 1,503,000
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翔楓会会則 

第１章 総則  

第１条  本会は翔楓会と称し事務所を学校内に置く。 

第２条  本会は会員相互の親睦を図り福祉を増進し、併せて母校との関係を密にし、 

産業教育の振興に寄与する事を目的とする。 

第３条  本会の目的を達成する為下記の事業を行う。  

１．会報・会員名簿の発行  

２．会員親睦の為の諸集会の開催  

３．母校との連絡に関する諸事項  

４．産業教育の振興に資する諸施設及び文化体育の後援  

５．その他本会の目的達成に必要な諸事項  

 

第２章 会員  

第４条  本会は、下記の会員で組織する。  

１．正会員  

２．特別会員  

３．名誉会員  

第５条  正会員は下記の資格を有する者に限る。  

旧奈良県立商業学校、旧奈良県立奈良工業学校、旧奈良県立奈良商工学校、 

旧奈良県立奈良高等学校卒業生中実業科目３０単位以上修めた者、 

旧奈良県立奈良商工高等学校、旧奈良県立奈良商業高等学校及び奈良県立 

奈良朱雀高等学校の卒業生ならびにそれに準ずる者。  

第６条  特別会員は奈良県立奈良朱雀高等学校現教職員とする。  

第７条  名誉会員は前記諸学校の旧職員とする。  

 

第３章 役員  

第８条  本会に下記の役員を置く。  

１．会長１名正会員中より選出する。  

２．副会長５名以上同上  

３．会計３名以上会員中より選出する。  

４．会計監査２名以上同上  

５．常任幹事若干名同期生の幹事より２名を互選する。  

６．幹事若干名同窓正会員中の各組より２名互選する。  

７．理事若干名特別会員中より会長が委嘱する。  

第９条  役員の任期は２ヶ年とする。但し再任を妨げない。  

第１０条 役員は下の職掌を司る。  

１．会長は本会を代表し、会務を統理し会議を招集する。  

２．副会長は会長を補佐し、会長事故ある時はその代理をする。  
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３．会計は会計事務に従事する。  

４．会計監査は会計の監査に従事する。  

５．常任幹事は常任幹事会を組織し、会長の招集に応じ重要事項の評議に参 

与する。  

６．幹事は同窓生相互の連絡に関する事務を処理する。  

７．理事は会長を補佐し会務を処理する。 

第１１条 本会に顧問、相談役を置く。顧問、相談役には学校及び本会に功労ある者につ 

いて会長が委嘱する。  

第１２条 顧問、相談役は会長の諮問に応じ又は会の運営について意見を述べる。  

 

第４章 総会・役員会 

第１３条 ①総会は毎年５月之を招集し、役員の選出、予算決算の承認、会則の改正その 

他重要事項を決定するが、その議決は当日出席会員の過半数の同意を得るこ 

とが必要である。会長が必要と認め又は正会員の３分の１以上の要求があっ 

た場合は臨時総会を開くことが出来る。  

②役員会は会長、副会長、会計、会計監査、顧問、相談役をもって構成し、会 

の運営を行う。また、総会を開催し難い場合は、これを代行する事が出来る。 

この場合は次期総会に報告し、承認を求めなければならない。  

 

第５章 会計  

第１４条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。  

第１５条 本会の経費は正会員の入会金及び寄付金その他の収入による。  

 

第６章 附則  

第１６条 本会は必要の地に支部を設けることが出来る。支部設置に関する規則は別に 

定める。  

第１７条 正会員中本会の体面を汚したものは、常任幹事会の決議を経て除名すること 

が出来る。  

第１８条 入会金の金額は役員会で決める。  

第１９条 本規則は決議の日から実施する。 

〔Ｒ３．５．６〕 
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奈良県立 商業学校 校歌

岩城先生 作詞

幾尾先生 作曲

一．三笠の山裾 青葉の庭に 二．大和国原 花野のはてに

商字をかざせる 一本楓 商字をかざせる 一本楓

堅実進摯の 茂りを見せて 剛健進取の 翅を伸して

修むる心の 象はこれと 現はす力の 徴はこれと

朝の光に 輝く緑 夕の光に 天とぶ木の実

奈良県立 奈良高等学校 校歌（統合制時代）

和田利男 作詞

一．みかさの山の みどりこく 二．万葉人が さく花の

さほのながれの たゆるなき にほふといひし よの幸を

古き歴史に つちかひて うみのうちとに ひろむべく

世界をおおう 青雲の 大和くにばら てらすひの

真理のかげを のぞみつつ あいの光を あおぎつつ

あすの文化を つくるもの よもの平和を まもるもの

ああわれらの 奈良高校 ああわれらの 奈良高校

奈良県立 奈良商工高等学校 校歌

奈良県立 奈良商業高等学校 校歌

大上敬義 作詞

下総皖一 作曲

一．緑萌えたつ 青春の 二．国が微笑む 産業の

夢よ楓が 実を結ぶ 花よ幸あれ 虹懸けて

奈良の都に 根を深く 夜半の嵐に 手を繋ぐ

自由 明朗 闊達の 自由 明朗 闊達の

意気と熱とが 捲き起す 汗と脂が 燃えたぎる

風に飛べ 雲に乗れ 人となる 明日が来る

我等 漲る 奈良商工／奈良商高 我等 輝く 奈良商工／奈良商高

奈良県立 奈良朱雀高等学校 校歌

森ちふく 作詞

中澤道子 作曲

一．三笠の山を 仰ぎ見て 二．都城の風を 胸に受け

都大路に 凛と建ち 輝く学舎 萌葱色

学びし技を 世界にむすぶ 起業の翼 たおやかに

誠実 克己 闊達の精神 自由 明朗 創造の精神

心に受けとめ 未来に飛翔つ 心に刻みて 世界に飛翔つ

奈良朱雀 奈良朱雀高校 奈良朱雀 奈良朱雀高校



奈良県立 奈良商工高等学校 校歌

森ちふく 作詞

中澤道子 作曲
喜築由紀 編曲

一．三笠の山を 仰ぎ見て 二．都城の風を 胸に受け

都大路に 凛と建ち 輝く学舎 萌葱色

学びし技を 世界にむすぶ 起業の翼 たおやかに

誠実 克己 闊達の精神 自由 明朗 創造の精神

心に受けとめ 未来に飛翔つ 心に刻みて 世界に飛翔つ

奈良商工 われら奈良商工 奈良商工 われら奈良商工

［メモ］


	0_同窓会総会資料表紙ー日程
	1-10page
	1_R3翔楓会事業報告
	2_令和3年度翔 楓 会 一般会計決算書（案）
	3_令和３年度 翔 楓 会 特別会計
	4_財産目録
	5_R4同窓会　監査結果報告（総
	6_R4翔楓会事業計画案
	7_令和4年度一般会計予算書（案）
	8_令和４年度特別会計
	9-10_翔楓会会則

	校歌  裏表紙



